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「みんなが 元気 なまち」
　　　　　　　　実現にむけて

１６５億　９，６４９万円
（前年比　+ 6 億 949 万 7 千円：+3.8％）

一般会計　  114 億 6,200 万円（＋ 11 億 5,100 万円：＋ 11.2％） 

特別会計　     32 億 7,179 万円（△  5 億 3,467 万円：△ 14.0％）

事業会計           18 億 6,270 万円（　△ 683 万 3 千円 : △ 0.4％）

歳　出
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民生費　18.3％　　
高齢者・障がい者福祉や保育
園・子ども医療費助成などに
かかるお金

土木費　12.7％　　
道路や公営住宅などの整備、
除排雪にかかるお金

公債費　9.9％　　
国や金融機関から借り入れた
資金の返済に充てられるお金

教育費　8.2％　　
学校運営や公共施設等の管理
にかかるお金

農林水産費　3.9％　　
農業振興や有害鳥獣対策に
かかるお金

衛生費　23.1％　　
予防接種・健診・ごみ処理等に
かかるお金

消防費　4.0％
消防の運営にかかるお金

その他　2.8％
商工費、議会費、労働費等

総務費　17.1％
庁舎管理や地域振興にかかるお金



令和６年度予算可決

１６５億　９，６４９万円
　令和５年３月定例会議において、令和６年度各会計歳入歳出予算が提案されまし
た。これに伴い、各会計予算審査特別委員会を設置し、特別委員会に付託して審査
をすることを決め、３月１５日、１８日、１９日の３日間の集中審議ののち、本会
議において採決を行った結果、９つすべての会計を可決しました。

依存財源 *
　　　昨年と比べて…

上昇　自治体が自由に使えるお金（一般財源）のうち、
　 国や道から与えられるお金のこと。

* 依存財源とは解説
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過去最大

地方交付税　32.1％　　
一定の行政サービスを維持できる
ように交付されるお金

国庫支出金　9.5％
事業に対する国からの
補助金など

町債　26.8％　　
国などから借り入れるお金

道支出金　6.0％　
事業に対する道からの　
補助金など　

地方消費税交付金　2.7％
地方消費税の一部を道から町に
交付されるお金

町税　11.1％　
町民の皆さんから　
納められる税金

諸収入　2.1％　　
他のどの区分にも含まれない
様々なお金

繰入金　3.8％　　
町からの基金（貯金）から
繰り入れるお金

その他　4.6％　　
ふるさと納税等で寄附されたお金
や施設使用料、各種証明書手数料
などのお金

歳　入

* 自主財源

* 依存財源

21.6％

78.4％

* 自主財源とは
　自治体が独自に確保できる財源。
　町税、使用料、手数料、寄附金など。

その他交付金　0.4％　
税収の一部を道から町に交付
されるお金

地方譲与税　0.9％　
特定の税収の一部を国から
町に交付されるお金



基金を確保・維持しつつ、
　計画事業を着実に推進していく

佐々木　学　町長 
ささき　　　まなぶ 

質疑

齊
藤
義
崇
委
員　

第
７
次
総

合
計
画
の
令
和
６
年
度
予
算

は
１
３
０
億
円
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
予
想
以
上
に
歳

出
予
算
を
抑
制
で
き
た
要
因

に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
と
今

後
の
財
政
収
支
の
見
通
し
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長　

主
な
要
因
は
、
栗
山

赤
十
字
病
院
改
築
等
事
業
の

事
業
費
で
33
億
７
７
７
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
起

債
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
事

業
費
の
平
準
化
を
行
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
13
億
円
の

減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。

　

今
後
の
財
政
収
支
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
大
型
事
業

と
な
る
栗
山
赤
十
字
病
院
改

築
等
事
業
が
令
和
８
年
度
ま

で
続
く
が
、
本
年
度
末
ま
で

に
約
７
割
の
事
業
予
算
を
確

保
で
き
る
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
翌
年
度
以
降
の
事
業

費
に
つ
い
て
は
圧
縮
で
き
る

財
源
が
起
債
に

　

依
存
し
て
い
る
が

見
込
み
。
財
政
推
計
に
お
い

て
も
、
当
面
は
大
型
投
資
事

業
が
な
い
こ
と
か
ら
、
毎
年

１
０
０
億
円
前
後
の
予
算
で

推
移
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

令
和
10
年
度
以
降
、
栗
山

赤
十
字
病
院
等
の
起
債
償
還

が
始
ま
る
こ
と
か
ら
公
債
費

の
増
額
な
ど
、
一
時
的
に
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
る
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
が
、
健
全
財
政
を
維

持
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

今
後
の
財
政
収
支
の

　
　
　
　

見
通
し
は
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Ⅳ . 産業

Ⅴ . 都市基盤 Ⅵ . 地域経営

令和６年度の主要事業をピックアップ
してお知らせします。
　詳しい予算状況については、冊子「知っておきたい！
まちの予算」をご覧ください。町ホームページに掲
載されています。

町 HP 予算概要 QR

齊
藤
義
崇
委
員　

事
業
別

シ
ー
ト
の
説
明
と
質
疑
か

ら
、
各
事
業
に
お
い
て
計
画

よ
り
当
初
予
算
が
大
幅
に
増

額
し
た
も
の
も
多
い
。
財
源

を
起
債
に
依
存
す
る
も
の
が

多
い
傾
向
に
感
じ
る
が
、
健

全
な
財
政
運
営
の
視
点
か

ら
、
そ
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

町道の道路環境の維持・向上
　　　　１億５，９４６万円

公営住宅の整備・改修
　　５億３，１９９万６千円

森林空間の新たな活用
　　　１，３８２万５千円

魅力ある商店街づくりの推進
　　　      ９７５万３千円

コミュニティ放送局を活用した
町民との情報共有や町外への情
報発信の充実　　　　　　　　

３，８７２万３千円　
職場・地域等における
女性活躍・男女共同参画の推進
　　　　　　　 

３１万４千円



齊藤　義崇　委員 

さいとう　　よしたか 
総括

町
長　

各
事
業
に
お
い
て
人

件
費
や
物
価
高
騰
な
ど
を
要

因
と
し
て
、
計
画
よ
り
増
額

と
な
っ
て
い
る
事
業
も
あ
る

が
、
総
体
的
に
は
事
業
内
容

の
見
直
し
を
含
め
、
適
切
な

事
業
費
計
上
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
財
源
に

関
し
て
は
、
一
般
財
源
の
抑

制
や
世
代
間
の
負
担
の
均
衡

を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税

措
置
の
有
利
な
起
債
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
る
。

町
長　

当
初
予
算
の
段
階
に

お
い
て
、
情
報
収
集
に
努
め

な
が
ら
可
能
な
限
り
の
予
算

計
上
は
行
っ
て
い
る
が
、
近

齊
藤
義
崇
委
員　

過
去
５
か

年
の
予
算
・
決
算
の
分
析
結

果
か
ら
、
そ
の
差
異
は
増
加

傾
向
で
あ
る
。
予
算
実
績
管

理
の
視
点
か
ら
、
現
状
認
識

と
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
予
算
を
総
括

し
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

今
後
の
財
政
運
営

　
　

  

の
見
通
し
は
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財政運営について
　　　　　　　今後の見通しは

Ⅱ . 教育

ココ　　　　
　　　　

Ⅰ . 生活環境

Ⅲ . 医療・保健・福祉

「みんなのお金」の使い方
に注目！！

年
の
経
済
対
策
を
は
じ
め
、

国
の
補
正
予
算
に
対
応
す
る

事
業
な
ど
、
新
た
な
財
政
需

要
に
係
る
予
算
に
つ
い
て

は
、
都
度
、
補
正
予
算
に
お

い
て
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
予
算
実
績
管
理
の

視
点
で
は
、
適
宜
事
業
の
進

捗
状
況
や
予
算
執
行
の
適
正

管
理
に
努
め
て
い
る
。
近
年

は
当
初
予
算
額
と
決
算
額
と

の
差
異
が
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
長
期
的
な
財
政
推
計
に

よ
り
、
基
金
を
確
保
・
維
持

し
つ
つ
、
財
政
の
健
全
性
を

保
ち
な
が
ら
、
第
７
次
総
合

計
画
の
計
画
事
業
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 　財政資金や事業資金を調達す
　るために債券を発行すること。

①起債とは

解説
②予算実績管理とは
 　予算と実績を比較して、原
　因を分析・改善していく予
　算管理の手法の１つ。

地球温暖化対策の推進
　　　　　４０７万４千円

消防車両などの更新・整備
　　　　  　９，７８５万円

学校教育における ICT
利活用の推進

６０１万６千円　

栗山高校の生徒確保と
希望進路への支援　　　　  

２，４４５万９千円
ケアラー支援の充実
　　　　　４８１万３千円

栗山赤十字病院改築事業の推進
　　  ２０億７，７７０万円



★  予算審査特別委員会の中で、議員が「きに
なる！」と質疑をしたものについて抜粋して紹
介します。すべての質疑については、議会ＨＰ
で録画配信を行っておりますので、そちらをご
覧ください。

藤
本
委
員　

廃
棄
物
収
集
運

搬
等
業
務
委
託
料
は
、
当
初

計
画
よ
り
増
額
し
て
い
る
が

要
因
は
。
ま
た
、
今
後
の
展

望
は
。

環
境
政
策
課
長　

当
初
の
計

画
で
は
、
堆
肥
化
施
設
に
関

わ
る
４
名
分
の
人
件
費
を
減

ら
し
て
計
上
し
て
い
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
千
歳

市
に
あ
る
焼
却
施
設
へ
運
搬

す
る
よ
う
に
変
わ
る
た
め
運

転
士
の
み
の
計
上
だ
っ
た

が
、
現
場
の
聞
き
取
り
等
を

行
い
、
千
歳
市
ま
で
の
運
搬

補
助
員
と
し
て
車
両
２
台
分

の
２
名
、
環
境
セ
ン
タ
ー
内

で
の
日
常
業
務
に
お
け
る
作

業
員
と
し
て
の
１
名
、
計
３

名
の
増
員
が
必
要
と
の
こ
と

で
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

は
、
経
費
を
抑
え
る
こ
と
を

引
き
続
き
考
え
て
行
く
。

ココが きになる ‼

廃
棄
物
処
理
収
集　

　
      　

運
搬
委
託 

重
山
委
員　

産
後
ケ
ア
事
業

の
内
容
と
、
利
用
見
込
み
人

数
は
。

住
民
保
健
課
長　

里
帰
り
し

な
い
で
出
産
す
る
方
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
施
設
に
宿
泊

し
て
も
ら
い
行
う
。
宿
泊
す

る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
回

復
や
育
児
不
安
の
軽
減
な
ど

の
た
め
に
利
用
し
て
も
ら

う
。

　

助
産
師
が
行
う
内
容
は
、

宿
泊
型
だ
け
で
な
く
産
後
ケ

ア
全
体
に
つ
い
て
だ
が
、
産

後
の
身
体
的
、
精
神
的
ケ

ア
、
適
切
な
授
乳
が
で
き
て

い
る
か
、
育
児
の
支
援
等
を

行
う
。

　

予
算
は
約
30
名
分
計
上
し

て
い
る
。

齊
藤
義
崇
委
員　

救
急
医
療

体
制
等
確
保
補
助
金
が
大
幅

に
増
額
さ
れ
た
理
由
は
。

福
祉
課
長　

栗
山
赤
十
字
病

院
の
救
急
医
療
体
制
が
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
ま
ず
は
検
査
を

す
る
た
め
、
人
的
、
時
間
的

な
も
の
を
要
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
部
分
の
費
用

が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
麻

酔
科
等
専
門
の
科
の
機
能
維

持
や
訪
問
看
護
事
業
に
つ
い

て
も
新
た
に
計
上
し
て
い

る
。

　

次
年
度
以
降
も
、
同
額
程

度
の
補
助
金
額
を
見
込
ん
で

い
る
。

救
急
医
療
体
制

　
　

確
保
補
助
金

鈴
木
委
員　

栗
夢
プ
ラ
ザ
運

営
補
助
金
に
つ
い
て
、
賑
わ

い
づ
く
り
が
目
的
だ
と
思
う

が
、
そ
の
効
果
と
し
て
来
館

者
数
の
伸
び
率
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

商
店
街
は
努
力
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、
町
と
し
て
の
サ

ポ
ー
ト
は
し
て
い
る
の
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

来

館
者
数
は
令
和
４
年
度
の

目
標
値
は
２
万
３
０
０
０

人
だ
っ
た
が
、
実
績
は

１
万
６
７
４
２
人
だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
平
成
31
年
か
ら
令
和
２

年
に
か
け
て
は
来
館
者
数
は

減
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
ゆ
っ
く
り
市
や

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
等
の
事
業

の
実
施
に
は
、
町
と
し
て
検

討
の
段
階
か
ら
携
わ
り
な
が

ら
、
賑
わ
い
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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誰もが安心して子育てをできる町に

産
後
ケ
ア
事
業 

栗
夢
プ
ラ
ザ

　
　

運
営
補
助
金



令和 6 年度予算審査
録画配信 QR

令和6年度予算

ココが

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ　
　
　

　
　
　
　

進
捗
状
況

端
委
員　

く
り
ふ
と
の
横
に

ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
た
り
、
開

局
に
む
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

い
る
が
、
Ｆ
Ｍ
く
り
や
ま
の

進
捗
状
況
と
、
ラ
ジ
オ
の
配

付
時
期
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

Ｆ
Ｍ

く
り
や
ま
に
つ
い
て
は
３
月

７
日
に
北
海
道
情
報
通
信
局

よ
り
予
備
免
許
が
交
付
さ
れ

た
。
栗
山
の
周
波
数
は
78
・

８
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
。
今
後
は
こ

の
周
波
数
を
送
信
機
に
埋
め

込
む
作
業
や
、
ラ
ジ
オ
に
登

録
す
る
作
業
が
あ
り
、
そ
の

後
試
験
放
送
を
行
い
、
本
免

許
の
交
付
と
い
う
流
れ
に
な

る
。

　

ラ
ジ
オ
の
配
付
は
登
録
作

業
が
終
了
し
て
か
ら
と
な

り
、
開
局
は
５
月
を
目
標
と

し
て
い
る
。

合
葬
墓
整
備
の
検
討

置
田
委
員　

合
葬
墓
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

人
材
育
成
基
本

方
針
が
国
か
ら
も
新
し
い
も

の
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
向

か
っ
て
職
員
の
意
見
等
も
反

映
さ
せ
て
進
め
て
い
く
。
人

事
評
価
に
つ
い
て
も
、
将
来

的
に
は
手
当
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。
評
価
の
在
り
方
、
受

け
方
も
含
め
て
、
研
修
を
進

め
て
い
く
。

環
境
政
策
課
長　

20
歳
以
上

の
栗
山
町
民
を
無
作
為
で
抽

出
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
郵

便
料
と
し
て
は
１
０
０
０
通

分
を
計
上
し
て
お
り
、
返
信

は
５
０
０
通
を
見
込
ん
で
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
10
月
頃

発
送
、
11
月
末
を
締
め
切
り

と
し
て
、
12
月
中
に
は
ま
と

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
委
員　

合
葬
墓
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

郵
便
料
が
少
な
い
の
で
は
。

齊
藤
義
崇
委
員　

職
員
の
資

質
向
上
の
た
め
の
研
修
に
つ

い
て
、
職
員
全
体
の
士
気
高

揚
に
繋
が
る
よ
う
な
事
業
計

画
に
な
っ
て
い
な
い
の
で

は
。

環
境
政
策
課
長　

今
年
度
は

ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

近
隣
の
合
葬
墓
の
状
況
等
を

視
察
予
定
。
整
備
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
く
。
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討　
　

論

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

重
山
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
上
が
っ
て
い

る
。
物
価
は
高
騰
し
て
い
る

が
、
年
金
は
実
質
削
減
さ
れ

て
お
り
、
周
り
の
高
齢
者
は

冬
も
灯
油
代
を
節
約
し
苦
労

し
て
い
る
と
聞
く
。

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
政
治
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
わ
る
す
べ
て
の

会
計
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対

齊
藤
義
崇
委
員　

一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
理
に
か

な
っ
た
組
み
立
て
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
制
度
に
つ
い

て
は
様
々
な
考
え
方
が
あ
る

が
、
市
町
村
は
、
国
や
道
の

制
度
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

賛
成

コロナ禍を乗り越え、街に活気を取り戻すために…

職
員
の
資
質
向
上
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3 月定例会議

補
正
予
算

￥

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計第
１
号
生
活
支
援
事
業
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
実
績
見
込
み
に

よ
る
減
額　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

△
２
５
０
万
円

▼
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
負
担
金
の
確
定
に
よ

る
減
額　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

△
１
１
７
４
万
円

▼
栗
山
町
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

中
里
住
宅
団
地
造
成
工
事
の

入
札
執
行
残
に
よ
る
減
額　

　
　
　
　
　

△
１
７
８
万
円

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

第
５
工
業
団
地
造
成
工
事
の

実
績
見
込
み
及
び
分
譲
地
内

道
路
工
事
の
取
り
止
め
に
よ

る
事
業
費
の
減
額　
　
　
　

　
　

△
２
億
２
７
９
１
万
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

　

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

高
額
療
養
費
の
実
績
見
込
み

に
よ
る
追
加

　
　

    

１
０
０
０
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計

非
常
勤
講
師
謝
礼
の
実
績
見

込
み
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
84
万
円

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の
入
札

執
行
残
に
よ
る
減
額　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
８
万
円

３月５日～２１日
令
和
５
年
度
予
算

▼
一
般
会
計

34
億
４
６
７
５
万
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
４
９
億
２
５
９
０
万
８
千

円
と
し
た
。

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

町
道
除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　

６
１
２
７
万
円

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

５
３
２
１
万
円

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
及

び
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
　

６
１
１
万
円

ご
み
の
分
別
変
更
に
伴
う
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
分
別
内
容

パ
ネ
ル
の
更
新

　
　
　
　
　
　

１
３
１
万
円

町
道
除
雪
委
託
料
増
額
補
正

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

第
５
工
業

団
地
の
分
譲
地
内
道
路
工
事

を
取
り
止
め
た
詳
細
は
。

建
設
課
技
術
長　

当
初
は
他

の
企
業
等
が
あ
る
場
合
は
区

画
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
予
算
計
上
し
て
い
た

が
、
今
回
は
一
区
画
の
造
成

と
な
っ
た
。

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
負
担
金
負
担
率
変
更

に
よ
る
減
額

　
　
　
　
　

△
１
９
３
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
機
器

更
新
工
事
費
の
確
定
に
よ
る

減
額　
　
　
　

　
　
　
　

△
５
９
５
６
万
円

重
山
議
員　

移
住
体
験
ツ
ア

ー
が
中
止
に
な
っ
た
経
緯

は
。
ま
た
、
移
住
体
験
に
参

加
後
、
実
際
に
移
住
し
た
方

は
ど
の
位
い
る
の
か
。

若
者
定
住
推
進
課
長　

年
２

回
の
予
定
で
、
１
回
目
は
参

加
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
中

止
、
２
回
目
は
参
加
者
の
体

調
不
良
に
よ
り
予
定
が
短
縮

さ
れ
た
。

　

移
住
者
の
人
数
に
つ
い
て

は
、
移
住
体
験
を
さ
れ
た
方

人
事
案
件

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　

令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

倉
橋
強
氏
を
引
き
続
き
選
任

す
る
。

任
期
：
令
和
６
年
４
月
1
日

　
　

～
令
和
９
年
３
月
31
日

令
和
６
年
度
予
算

▼
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14
億

８
６
１
８
万
８
千
円
を
減
額

し
99
億
７
５
８
１
万
２
千
円

と
し
た
。

で
は
な
い
が
、
今
年
度
は
14

か
ら
15
名
位
。
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賛
否
の
公
表

規
則
・
条
例

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

中
里
８
号
線
、
中
里
９
号
線

及
び
中
里
10
号
線
の
３
路
線

理
由
：
新
た
に
整
備
し
た
中

里
住
宅
団
地
内
の
道
路

町
道
実
延
長
：　
　
　
　

30
万
２
９
９
９
・
３
９
メ
ー
ト
ル

（
３
１
０
・
０
８
メ
ー
ト
ル
増
）

▼
令
和
６
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
事

業
計
画
の
報
告

①
農
地
流
動
化
意
向
調
査
を

行
い
、
農
業
委
員
と
連
携

し
、
積
極
的
な
農
地
流
動
化

を
図
っ
て
い
く
。

②
離
農
農
地
等
を
一
時
的
に

買
い
入
れ
し
、
中
間
保
有
す

る
こ
と
で
、
担
い
手
や
新
規

就
農
者
等
へ
の
農
地
流
動
化

を
図
っ
て
い
く
。

③
意
欲
と
能
力
の
高
い
担
い

手
の
確
保
と
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、

若
手
農
業
者
等
を
対
象
に
、

実
践
的
か
つ
総
合
的
な
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

④
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に

よ
る
農
作
業
の
省
力
化
や
コ

ス
ト
低
減
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
農
業
機
械
等
の
導
入
を
引

き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

⑤
第
５
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
に
基
づ
き
、
農
業
農

村
振
興
に
係
る
課
題
解
決
の

た
め
農
業
振
興
推
進
委
員
会

に
お
い
て
検
討
協
議
し
、
栗

山
町
、
中
山
間
地
域
等
推
進

協
議
会
並
び
に
多
面
的
機
能

推
進
協
議
会
か
ら
の
負
担
金

に
基
づ
く
農
業
振
興
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

⑥
北
海
道
大
学
農
学
部
に
よ

る
農
業
農
村
調
査
の
受
入
れ

や
地
域
懇
談
会
の
開
催
等
、

農
業
振
興
や
農
村
の
活
性
化

に
関
わ
る
取
組
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

令和６年度栗山町一般会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和６年度栗山町国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和６年度栗山町後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権
※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

３月定例会議
 賛否の公表ＱＲ

請願第 1 号　物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
　　　　　　引き上げを求める請願

不 × × ○ × × × × × × × /

３
月
定
例
会
議
で
は
、
全
12
件
の
規
則
・
条
例
の
改
正

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

段階 令和 5 年度 令和６～８年度

第１段階 18,500 円 16,900 円
第２段階 30,900 円 28,800 円
第３段階 43,300 円 40,600 円
第４段階 55,700 円 53,400 円
第５段階 61,900 円 59,400 円
第６段階 74,200 円 71,200 円
第７段階 80,400 円 77,200 円
第８段階 92,800 円 89,100 円
第９段階 105,200 円 100,900 円
第１０段階 ― 112,800 円
第１１段階 ― 124,700 円
第１２段階 ― 136,600 円
第１３段階 ― 142,500 円

職員のパソコン
　議場へ持ち込み可能へ

▼栗山町議会会議規則の　　　　　　　　
　　　　　　　　一部を改正する規則
　町議会ではⅠＣＴ化推進のためタブレッ
トを導入し、ペーパーレス化を図っている
が、本年１月より、庁舎内のペーパーレス
化、DX 推進のため、職員のパソコンをノ
ートパソコンへ随時更新しているため、本
会議や委員会等で活用できるよう、規則を
一部改正した。

介護保険料の段階追加と
　　　　　保険料額の変更　

▼栗山町介護保険条例の　　　　　　　
　　　　　　　　一部を改正する条例　
　令和６年度から令和８年度までの３年
間を計画期間とする第９期介護保険事業
計画の策定に併せ、介護保険料を以下の
とおり変更するとともに、新たに第 10
段階から第 13 段階までの４段階を追加
した。また、公費負担により軽減してい
る第１段階から第３段階の保険料額を以
下のとおり改めた。

ノートパソコンの導入により議案もペーパーレスに
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北
海
道
で
は
高
齢
化
率
が

50
％
を
上
回
る
自
治
体
も
あ

り
、
年
金
の
削
減
は
地
域
経

済
を
冷
え
込
ま
せ
、
地
方
財

政
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
受
け
、
全
国
政
令
都
市
20

市
は
２
０
１
７
年
に
国
に
対

し
て
「
国
民
年
金
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
、「
公

的
年
金
制
度
そ
の
も
の
が
高

齢
者
や
障
害
者
の
生
活
を
安

心
し
て
支
え
る
も
の
と
な
る

よ
う
、
老
齢
基
礎
年
金
等
の

支
給
額
を
改
善
さ
れ
る
よ
う

要
望
」
し
た
。
高
齢
者
も
若

者
も
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら

せ
る
よ
う
に
に
意
見
書
を
送

付
さ
れ
る
よ
う
請
願
す
る
。

●
請
願
者　

全
日
本
年
金
者

組
合
栗
山
長
沼
支
部

　
　
　
　
　
　
　

稲
毛　

淳

●
紹
介
議
員　
　

重
山
雅
世

斉
藤
隆
浩
委
員　

年
金
の
支

給
額
を
上
げ
る
た
め
の
財
源

と
し
て
は
、
現
役
世
代
の
保

険
料
を
上
げ
る
し
か
な
い
の

で
は
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
の
影
響
で
現
役
世
代
も

生
活
が
厳
し
い
と
思
う
が
、

そ
の
あ
た
り
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
対
し
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

参
考
人　

現
役
世
代
の
負
担

を
増
や
し
て
、
年
金
の
支
給

額
だ
け
を
増
や
す
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
そ
う
な
ら
な
い
方
法
は

国
が
考
え
る
べ
き
。

　議会に対し、町の仕事に関すること
や地域の身近な問題について、文書で
希望を述べること。請願には必ずその
請願内容の趣旨に賛同する紹介議員の
署名が必要。なお、議員の紹介がない
ものを陳情という。

請願とは

解説

要
　旨

質
　疑

討
　論

斉
藤
隆
浩
委
員　

根
拠
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
賛

成
す
る
た
め
に
は
、
数
字
の

根
拠
も
明
確
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
、
持
っ
て

き
た
数
字
を
張
り
合
わ
せ
る

だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思
う
。

佐
藤
委
員　

数
字
の
根
拠
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
き
ち
ん

と
し
た
も
の
を
出
し
て
ほ
し

い
と
思
う
。結

　果

不
採
択
す
べ
き

　

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
定

例
会
議
（
１
日
目
）
に
提
出

さ
れ
た
「
請
願
第
１
号
」
は
、

担
当
で
あ
る
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

議
会
運
営
委
員
会
で
参
考
人

か
ら
趣
旨
説
明
及
び
参
考
人

へ
の
質
疑
を
行
い
、
議
員
間

で
の
自
由
討
議
、
委
員
会
と

し
て
の
採
択
・
不
採
択
を
決

定
。
３
月
21
日
の
定
例
会
議

（
４
日
目
）
で
委
員
会
の
決

定
内
容
を
報
告
し
、
採
決
を

行
い
ま
し
た
。

請願は不採択

議
会
運
営
委
員
会
で
は

　
　
　
　
　

と
決
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
議
会
運

営
委
員
会
で
の
結
果
を
報
告

し
、
討
論
・
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

本
会
議
で
の
討
論

賛　
　
　

成

重
山
議
員　

現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
を
増
や
さ
な
く
て

も
財
源
は
あ
る
。
今
後
の
人

口
減
少
を
踏
ま
え
れ
ば
、
年

金
の
積
立
金
の
取
り
崩
し
は

可
能
。
ま
た
、
現
役
労
働
者

の
賃
上
げ
と
非
正
規
雇
用
の

正
規
雇
用
化
で
保
険
料
収
入

と
加
入
者
を
増
や
し
て
、
財

政
を
安
定
さ
せ
る
の
が
、
根

本
的
な
対
策
だ
と
思
う
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

年
金
受
給

者
と
現
役
世
代
が
共
に
支
え

あ
わ
な
け
れ
ば
、
年
金
制
度

自
体
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

　

年
金
給
付
額
が
物
価
、
賃

金
上
昇
に
比
例
し
た
場
合
の

財
政
負
担
は
、
現
役
世
代
が

負
う
こ
と
に
な
る
。
現
役
世

代
も
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
し

て
い
る
中
で
、
ど
ち
ら
か
一

方
が
救
わ
れ
る
内
容
の
請
願

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

反　
　
　

対

反　
　
　

対

請願第１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願

★本会義での賛否の結果は　
　９ページをご覧ください。

議会運営委員会
録画配信ＱＲ
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政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
政務活動に要した対象経費 交 付 金

残     額調査研究費 研　修　費 資料購入費 合　　計

1 齊藤　義崇 240,000 59,070 126,868 105,304 291,242 0

2 置田　武司 240,000 89,090 18,007 107,097 132,903

3 重山　雅世 220,000 99,090 19,900 118,990 101,010

4 大櫛　則俊 220,000 220,000

5 堀　　文彦 220,000 170,180 37,555 207,735 12,265

6 鈴木　千逸 240,000 143,655 101,111 244,766 0

7 佐藤　則男 240,000 14,113 14,113 225,887

8 斉藤　隆浩 220,000 59,070 59,070 160,930

9 端　　師孝 220,000 34,079 30,000 64,079 155,921

10 藤本　光行 240,000 112,370 26,290 138,660 101,340

11 鵜川　和彦 240,000 72,780 84,682 157,462 82,538

合　計 2,540,000 118,140 848,112 436,962 1,403,214 1,192,794

（単位：円）

　政務活動は、議員の政策調査研究等の活動です。すべての出張報告書や活動に関係
する領収書などは、議会ＨＰで公開しています。

政務活動報告 QR

議会広報コンクールで奨励賞を受賞!

　全国町村議会議長会が主催する第３８回町村議会広報全国コンクールの企画・構成部門で「く
りやまぎかいだより№１７４（令和５年２月１日発行）」が（※）奨励賞を受賞しました。
　前任の議員に負けないよう、今後もみなさまのお手に取っていただける、見やすい・わかり

やすい議会だよりを目指していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

※奨励賞：入選には及ばな
いものの、次回コンクール
での入選に向けて、一層の
研鑽を深めるための賞。

「くりやまぎかいだより」の編集を担当している広報小委員会のメンバー
　　　　　　　上段左から：藤本委員、堀委員、端委員
　　　　　　　下段左から：大櫛副委員長、佐藤委員長、置田委員



                  

町政の
　　ここが聞きたい

５  議員が一般質問

３月定例会議
録画配信 QR

佐
さ と う

藤　則
の り お

男 議員
Ｑ１. 帯状疱疹ワクチン費用助成を　Ａ . 現時点では助成は考えていない

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員

Ｑ１. 義務教育の子ども世帯へ支援金を　Ａ . 現時点で支援する考えはない

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

Ｑ１. 国保税の子どもの均等割減免拡大を　Ａ . 制度の中で対応すべき

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩 議員

Ｑ１. ノラ猫対策費用を助成できないか　Ａ . 北海道などと連携を図っていく

Ｑ１. 奨学金支援制度の拡充を　Ａ . 助成内容の拡充を含め検討する

Ｑ２. 商店街活性化への今後の展望は　Ａ . 今までと同様に進めていく

Ｑ２. 防災対策にジェンダー視点の取り入れを　Ａ . 充分考慮する

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

くりやまぎかいだより№ 179 12

Ｑ３. 子ども達のための学校教育を　Ａ . 丁寧に進めていく

Ｑ２. パートナーシップ宣誓制度の導入は　Ａ . 今後調査研究していく



質
問
趣
旨　

高
齢
化
に
伴

い
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
す
る
う
え
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
有
効
と
思
い

質
問
し
た
。

Ａ：現時点では助成は考えていない

予 

防 

接 
種

 Ｑ：帯状疱疹ワクチン費用助成を                   

くりやまぎかいだより№ 17913

佐藤則男 議員

議
員　

幼
少
期
、
水
疱
瘡
に

感
染
後
、
ウ
イ
ル
ス
は
身
体

の
神
経
節
に
生
涯
隠
れ
て
い

て
日
本
人
成
人
の
90
％
以
上

の
方
の
体
内
に
潜
伏
し
、
加

齢
や
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
が
原

因
で
帯
状
疱
疹
を
発
症
す

る
。
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
３

人
に
１
人
が
発
症
し
、
約
２

割
の
方
が
３
カ
月
以
上
痛
み

が
続
く
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
の
後
遺
症
で
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
あ
る
。
帯
状
疱
疹
の
発

症
を
予
防
す
る
に
は
、
過
労

や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な

い
こ
と
と
、
50
歳
を
過
ぎ
た

ら
重
症
化
を
防
ぐ
う
え
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
有
効
と
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
生
ワ
ク
チ

ン
と
帯
状
疱
疹
発
生
抑
制
効

果
の
高
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

（
２
回
接
種
）
が
あ
る
が
高

町
長　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
健
康
教
育
や
健
康
相
談

な
ど
を
通
じ
て
感
染
症
の
発

症
や
重
症
化
の
予
防
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
法
に
基

づ
い
た
定
期
接
種
を
基
本
と

し
た
、
集
団
予
防
を
目
的
と

す
る
A
類
疾
病
に
つ
い
て
は

全
額
、
個
人
の
予
防
を
目
的

と
す
る
B
類
疾
病
に
つ
い
て

は
半
額
を
目
処
に
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
き
た
。
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か

な
い
任
意
接
種
で
あ
る
が
、

現
在
、
国
の
「
厚
生
科
学
審

議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン

分
科
会
」
に
お
い
て
定
期
接

種
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
現
時
点
に
お

い
て
は
接
種
費
用
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
共
に
、
他
自
治
体
の
助
成

状
況
等
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

額
な
た
め
躊
躇
す
る
方
が
い

る
と
聞
く
。「
健
康
寿
命
増

進
の
た
め
に
」
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
半
額
を

助
成
し
て
は
ど
う
か
、
町
長

に
伺
う
。

感
想　

病
に
な
っ
て
か
ら
治

療
す
る
の
で
は
な
く
、
病
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
本
当
に

大
事
だ
と
思
い
質
問
し
た

が
、
力
及
ば
ず
で
し
た
。
ま

た
頑
張
り
ま
す
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

予防接種は必要性、効果、副反応等を正しく理解する必要がある



                  
                   

教
育
支
援
金

Ａ：現時点で支援する考えはない
Ｑ：義務教育の子ども世帯へ支援金を

質
問
趣
旨　

物
価
高
に
賃
金

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ

り
、
教
育
費
の
補
助
を
一
刻

も
早
く
行
う
よ
う
質
問
し

た
。
ま
た
、
駅
前
商
店
街
の

既
存
店
舗
が
こ
れ
以
上
失
わ

れ
な
い
よ
う
質
問
し
た
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
や
、
様
々
な

情
勢
を
起
因
と
す
る
物
価
高

が
現
在
も
続
い
て
い
る
。
日

経
株
価
は
過
去
最
高
値
を
記

録
し
て
い
る
が
、
庶
民
に
は

好
景
気
と
い
う
実
感
は
な

く
、
日
常
生
活
を
い
か
に
切

り
詰
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
日
々
を
送
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
教
育
に

か
か
る
支
出
に
つ
い
て
は
、

家
庭
の
工
夫
で
削
減
が
出
来

な
い
。
そ
こ
で
家
計
支
援
策

と
し
て
義
務
教
育
の
子
ど
も

を
養
育
す
る
家
庭
に
、
子
ど

も
一
人
あ
た
り
１
万
円
の
支

援
金
を
毎
年
４
月
に
支
給
し

て
は
と
考
え
る
が
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

町
長　

本
町
で
は
こ
れ
ま

で
、
学
校
給
食
の
無
償
化
や

食
材
費
高
騰
分
の
支
援
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
町
外

医
療
機
関
へ
の
拡
充
な
ど
、

社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
策

に
よ
り
、
経
済
的
な
負
担
軽

減
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
児
童

生
徒
の
小
中
学
校
へ
の
就
学

堀　文彦 議員

Ｑ
：
活
性
化
へ
の
今
後
の
展
望
は

商 店 街

Ａ
：
今
ま
で
と
同
様
に
進
め
て
い
く

議
員　

①
空
き
店
舗
を
一
時

的
に
町
有
化
し
、
一
定
の
リ

フ
ォ
ー
ム
後
に
販
売
・
賃
貸

し
て
は
ど
う
か
。

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商

店
街
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

行
政
主
導
で
企
画
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

③
商
店
街
活
性
化
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
学
習
機
会

を
、
行
政
主
導
で
提
供
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

①
現
在
、
初
期
投

資
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
「
空
き
店
舗
活
用
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
。　

　

町
に
よ
る
買
い
上
げ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
の
管
理
や

販
売
等
に
至
ら
な
か
っ
た
場

合
の
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
現
行

の
支
援
制
度
に
よ
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

②
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
は
、
商

感
想　

国
や
道
が
政
策
と
し

て
早
急
に
取
り
組
め
な
い
事

は
、
地
方
自
治
体
が
先
進
的

に
進
め
る
事
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
た
が
、
実
現
出
来
な

か
っ
た
事
を
残
念
に
感
じ

る
。
九
州
の
豊
後
高
田
市
の

様
な
手
厚
い
教
育
対
策
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
も
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

町では子育て家庭への様々な支援策を実施している

店
街
組
織
が
主
体
と
な
り
、

ま
た
、
商
工
会
議
所
と
町

も
、
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
同

様
に
進
め
て
い
き
た
い
。

③
こ
れ
ま
で
、
商
工
会
議

所
、
商
店
街
組
合
が
主
体
と

な
り
、
多
様
な
テ
ー
マ
で
学

習
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
商
工
会
議

所
、
商
店
街
組
合
に
よ
る
多

様
な
学
習
機
会
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
、
連
携
・
協
力
し
て

い
く
。

が
困
難
な
家
庭
に
対
し
て

は
、
学
用
品
費
等
の
一
部
費

用
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
ら

な
い
「
義
務
教
育
家
庭
へ
の

教
育
支
援
金
」
に
つ
い
て

は
、
国
の
政
策
と
し
て
実
施

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の

で
、
町
と
し
て
支
給
す
る
考

え
は
な
い
。

くりやまぎかいだより№ 179 14



                  

Ａ：制度全体の仕組みの中で対応すべき

国

保

税

 Ｑ：子どもの均等割減免の拡大を                   

重山雅世 議員

質
問
趣
旨　

子
ど
も
が
増
え

る
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
子

育
て
世
代
支
援
に
逆
行
す
る

均
等
割
、
制
度
の
矛
盾
を
地

方
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
る

と
の
考
え
で
質
問
し
た
。

議
員　

令
和
４
年
４
月
、
未

就
学
児
の
子
ど
も
の
均
等
割

が
半
額
減
免
さ
れ
た
。
道
内

で
は
赤
平
市
、
芦
別
市
等

が
均
等
割
全
額
免
除
、
旭

川
市
、
大
雪
地
区
広
域
連

合(

東
川
町
・
美
瑛
町
・
東

神
楽
町
）
は
、
高
校
卒
業
ま

で
範
囲
を
拡
大
し
、
未
就
学

児
と
同
等
に
２
分
の
１
を

減
免
し
、
軽
減
対
象
世
帯

は
、
軽
減
後
の
均
等
割
を
２

分
の
１
に
し
て
い
る
。
医
療

費
助
成
実
施
の
自
治
体
に
対

す
る
国
保
の
国
庫
負
担
を
減

額
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー(

本

町
２
３
７
万
円)

が
令
和
６

年
廃
止
さ
れ
る
の
で
基
金
を

取
り
崩
す
な
ど
し
、
本
町
で

も
減
免
拡
大
の
実
施
を
求
め

る
。

町
長　

制
度
全
体
の
仕
組
み

の
中
で
対
応
し
て
い
く
べ
き

も
の
と
考
え
、
引
き
続
き
町

村
長
会
等
と
連
携
を
図
り
要

請
し
て
い
く
。

　

基
金
を
取
り
崩
し
、
減
免

に
充
て
る
と
い
う
考
え
は
な

い
。　

　
感
想　

５
年
前
と
同
じ
答

弁
。
既
に
軽
減
し
て
い
る
先

行
自
治
体
の
基
金
保
有
額
が

本
町
よ
り
少
な
い
点
や
、
軽

減
し
た
場
合
の
財
源
を
示
し

求
め
た
が
、
令
和
12
年
道
府

県
単
位
化
に
向
け
て
基
金
保

有
す
る
と
答
弁
。
諦
め
ず
に

世
論
と
運
動
を
強
め
実
施
さ

せ
る
ま
で
力
を
尽
く
す
。

Ｑ
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
取
り
入
れ
を

防災対策
Ａ
：
充
分
考
慮
す
る

議
員　

①
「
栗
山
町
防
災
会

議
」
の
構
成
に
女
性
人
数
を

増
や
し
て
は
。

②
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
や
T

Ｋ
Ｂ+

Ｗ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所

整
備
の
取
り
組
み
は
。

③
④
道
路
寸
断
で
自
動
車
が

使
え
な
い
場
合
、
孤
立
集
落

に
支
援
物
資
も
届
け
ら
れ
な

い
時
の
対
応
は
。

⑤
長
期
間
断
水
し
た
場
合
の

対
応
は
。

⑥
広
域
応
援
は
ど
の
よ
う
な

場
合
要
請
す
る
の
か
。

町
長　

①
防
災
会
議
の
人
数

を
25
名
か
ら
28
名
に
し
、
女

性
委
員
を
３
名
に
す
る
。

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
や
基
準

等
の
適
用
を
検
討
し
な
が

ら
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定

及
び
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
を
進
め
る
。

③
④
緊
急
度
に
よ
り
、
道
や

自
衛
隊
に
支
援
要
請
を
行
い

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

輸
送
、
救
助
等
を
行
う
。

⑤
道
、
他
市
町
村
、
自
衛
隊

へ
の
支
援
要
請
に
よ
り
、
飲

料
水
の
供
給
、
給
水
車
及
び

人
員
等
の
応
援
を
求
め
る
ほ

か
、
災
害
協
定
締
結
企
業
等

に
対
し
必
要
物
資
等
の
提
供

を
依
頼
す
る
。

⑥
市
町
村
の
み
で
は
対
応
で

き
な
い
状
況
と
町
長
が
判
断

し
た
場
合
に
要
請
す
る
。

加入者数に応じて負担することとなっている均等割

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
！

議
員　

小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
、
住
民
合
意
の
な

い
ゴ
ー
ル
あ
り
き
の
進
め
方

は
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

様
々
な
角
度
か
ら

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

十
分
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
丁
寧
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

「スフィア基準」とは
　災害や紛争の被災者に対する人道支援活動のため策
　定された「人道憲章と人道対応に関する国際的な最
　低基準」の通称。

「TKB+W」とは
　被災者を守るキーワード、「トイレ、キッチン、ベッ
　ド + 暖かさ」の頭文字。

解説
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                  動
物
保
護

Ａ：北海道などと連携を図っていく
Ｑ：ノラ猫対策費用を助成できないか

議
員　

①
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ

ス
で
も
ノ
ラ
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
手
術
代
の
予

算
の
提
案
が
さ
れ
て
い
る

が
、
不
妊
去
勢
手
術
費
用

な
ど
ノ
ラ
猫
対
策
に
か
か

る
費
用
の
助
成
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

②
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

捕
獲
し
不
妊
去
勢
手
術
後

地
域
に
戻
し
、
そ
の
後
は

適
切
な
餌
や
り
や
ト
イ
レ

管
理
を
し
、
一
代
限
り
の

命
を
全
う
し
て
も
ら
う
活

動
の
取
組
が
有
効
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

③
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う

に
は
町
内
に
動
物
病
院
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
現
在
猫
な
ど
の
動
物

を
飼
養
し
て
い
る
方
の
た

め
に
も
動
物
病
院
を
誘
致

町
長　

①
②
ノ
ラ
猫
対
策
に

つ
い
て
は
都
道
府
県
で
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。
将
来
的
に
栗
山
町
の
制

度
と
し
て
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
地
域
猫
活
動
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
行
政
と
し
て
企
業
誘
致
の

よ
う
に
一
定
の
優
遇
措
置
を

考
え
な
が
ら
の
誘
致
は
考
え

て
い
な
い
が
、
調
査
を
し
て

行
政
に
何
が
で
き
る
の
か
考

え
て
い
き
た
い
。

し
て
は
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

斉藤隆浩 議員

ノラ猫を増やさないために…

質
問
趣
旨　

町
広
報
や
キ

ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
な
ど
で
定
期

的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ノ
ラ

猫
対
策
に
つ
い
て
、
ま
た
ノ

ラ
猫
が
い
る
反
面
、
ペ
ッ
ト

が
家
族
化
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

                   

LGBTQ+

Ａ
：
今
後
調
査
研
究
し
て
い
く

議
員　

①
栗
山
町
と
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

②
現
在
、
栗
山
町
役
場
で

は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
も
含
め

多
様
性
社
会
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
の
研
修

は
受
け
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
企
業
や
町
民
に
対
し

町
長　

①
今
後
調
査
検
討
し

て
い
く
。

②
各
窓
口
対
応
に
お
け
る
対

応
の
在
り
方
、
多
様
性
社
会

に
係
る
基
本
的
な
理
解
を
高

め
る
な
ど
、
町
民
等
に
よ
る

意
識
啓
発
に
併
せ
た
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　

子
供
た
ち
に
は
道

徳
や
保
健
の
授
業
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
制
服
に
つ

い
て
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ト
イ
レ
も
含
め
た
施
設
関
係

は
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て

い
く
。

感
想　

今
回
の
一
般
質
問

は
声
な
き
声
を
拾
い
、
行

政
に
伝
え
る
内
容
だ
っ
た
。

　

ノ
ラ
猫
対
策
に
つ
い
て

も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
の
住
民
が
賛
同
し
て
も
ら

え
る
内
容
で
は
無
い
と
い
う

こ
と
を
承
知
で
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
が
、
少
数
派
の
人
で

も
住
み
よ
い
栗
山
町
に
す
る

た
め
に
今
回
の
テ
ー
マ
を
選

択
し
た
。
栗
山
町
の
回
答
も

概
ね
前
向
き
で
し
た
の
で
安

堵
し
て
い
る
。
今
後
も
国
や

都
道
府
県
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
事
と
栗
山
町
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
事
の
線
引

き
を
し
っ
か
り
と
し
た
中

で
、
栗
山
町
で
出
来
る
こ
と

に
関
し
て
は
実
現
に
向
け
て

積
極
的
に
動
い
て
い
き
た
い

と
思
う
。

て
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

取
り
組
み
の
考
え
は
。

Ｑ
：
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

   

宣
誓
制
度
の
導
入
は
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奨学金返済支援制度は若者の定住推進の施策の１つ

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

Ａ：助成内容の拡充を含め検討する

定
住
促
進

 Ｑ：奨学金返済支援制度の拡充を

鈴木千逸 議員

感
想　

栗
山
町
で
大
学
生
を

育
て
る
、
あ
る
い
は
大
学
卒

業
後
も
栗
山
に
定
住
す
る
こ

と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ

る
制
度
内
容
の
充
実
に
つ
い

て
対
応
を
注
目
し
て
参
り
た

い
。

議
員　

奨
学
金
返
還
支
援
制

度
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
長

沼
、
南
幌
な
ど
で
は
、「
さ
っ

ぽ
ろ
圏
奨
学
金
返
還
支
援
事

質
問
趣
旨　

大
学
生
を
抱
え

る
子
育
て
世
代
へ
の
定
住
促

進
施
策
に
つ
い
て
、
奨
学
金

支
援
と
い
う
切
り
口
で
確
認

し
て
み
た
。

業
」
が
あ
り
、
就
職
後
２
年

目
～
４
年
目
に
年
間
最
大

18
万
円
を
３
年
間
（
最
大

54
万
円
）
支
援
す
る
制
度
を

設
け
て
る
。

　

栗
山
町
で
は
「
栗
山
町
U

Ⅰ
タ
ー
ン
等
促
進
奨
学
金
返

済
助
成
制
度
」
を
取
り
入
れ

て
お
り
、
前
年
度
中
に
返
済

し
た
奨
学
金
の
２
分
の
１

町
長　

本
町
に
お
い
て
は
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
町
内

へ
の
就
職
や
起
業
さ
れ
た
若

者
の
方
を
対
象
と
し
た
奨
学

金
返
済
助
成
制
度
を
、
令
和

元
年
７
月
に
創
設
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
資
格
登
録
者
は
７

名
で
、
う
ち
４
名
が
転
出
や

退
職
で
資
格
を
喪
失
し
、
定

住
率
は
42
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
奨
学
金
返
済
支
援

は
道
内
に
お
い
て
、「
さ
っ

ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の

12
市
町
村
の
ほ
か
、
11
市
町

の
み
の
実
施
と
な
っ
て
お

り
、
移
住
相
談
の
対
応
時
な

ど
、
重
要
な
支
援
制
度
と

な
っ
て
い
る
。　

　

道
内
に
お
い
て
、
本
町
よ

り
充
実
し
た
内
容
で
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
助

成
額
の
拡
充
な
ど
検
討
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
か
ら
、
同
様
の
内
容
で
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。
引
き

続
き
、
本
制
度
に
よ
る
定
住

率
や
他
自
治
体
の
動
向
も
踏

ま
え
つ
つ
、
次
期
の
制
度
継

続
（
見
直
し
）
に
向
け
、
助

成
内
容
の
充
実
を
含
め
た
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
上
限
15
万
円
）
を
３
年
間

助
成
し
て
い
る
。
道
内
の
自

治
体
の
中
に
は
、
奨
学
金
返

済
支
援
の
金
額
の
上
限
を
年

18
万
円
、
期
間
を
10
年
で
合

計
１
８
０
万
円
に
設
定
し
て

い
る
事
例
や
、
独
自
の
返
済

免
除
の
奨
学
金
制
度
を
設
け

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
ど
の

自
治
体
も
若
者
の
定
住
促
進

に
向
け
た
切
実
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
の
仕
上
げ
と

も
い
う
べ
き
大
学
生
を
抱
え

る
世
帯
や
大
学
卒
業
後
の
若

者
の
定
住
促
進
を
図
る
な
ら

ば
栗
山
町
に
お
い
て
も
奨
学

金
返
済
支
援
制
度
の
充
実
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
う
。
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　議会の機能向上を図るため、議会が開催されない月でも質問を行うこ
　とができる「文書質問」を導入している。
　「文書質問」は定例会議開催月（３月、６月、９月、１２月）以外の月
　に行い、内容は執行機関の長（町長等）の所信を問う内容でなければ
　いけない。

文書質問とは

解説

Q：くりふとの夏季利用者拡大について
　「栗山煉瓦創庫くりふと」の夏季利用者の拡大に向けて、現状
としてバイク旅行者が当該施設の駐車場がアスファルト舗装の
ため、バイクのスタンドがアスファルト路面に穴を開ける事を
避けるために駐輪出来ない状況を目にすることがあり、利用が
なされていないのではと懸念している。
　そこで、当該施設の屋外正面玄関前駐車場と、栗山駅南側駐
車場の間には、わずかな幅ではあるが砂利の部分があり、その
部分をコンクリート舗装し、バイクの駐輪場を設置する事で夏
季の利用者及び交流人口拡大につながると考える。当該施設の
利用者拡大は喫緊の課題であるため、令和６年の夏までに早急
に対応をすべきと考えるが、いかがか。

 A：段階的な環境整備と状況把握に努める

　現在、アスファルト路面が高温の時に長時間駐輪することで、バイクスタンドが路面

にめり込み穴が開くことが要因となり駐車できなかったという事案は確認されていない。
　また、利用者アンケートの結果も含め、施設に対する苦情やご意見などが寄せられた
こともなく、現時点ではコンクリート舗装によるバイク駐輪場の必要性や緊急性に対す
る判断材料が乏しい状況にある。今後においては、
バイクスタンドによりアスファルト路面を傷めない
ためのプレートの貸し出しや、バイク優先駐輪スペー
スの設置など、段階的な環境整備と状況把握に努め、
改めてコンクリート舗装によるバイク駐輪場の必要
性について検討していきたい。

提出日
令和６年１月１２日
回答日
令和６年１月２３日

堀　文彦 議員
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文 書 質 問町政を問う！

文書質問 QR

栗山煉瓦創庫くりふと



　総務教育常任委員会・産業福祉常任委員会・広報広聴常任委員会では、毎年それぞれが所管する
町政課題について調査を行っており、３月定例会議で調査の報告が行われました。

ギカイの見方 － 委員会レポート －

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
学
校
教
職
員
の
働
き
方

　
　
　
　
改
革
に
つ
い
て

　

学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
は
、
チ
ー
ム
編

成
な
ど
南
空
知
１
市
４
町
で

検
討
す
る
取
り
組
み
等
、
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
教
職
員

の
時
間
外
労
働
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
町
独
自
で
職
員
を

雇
用
し
て
教
職
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
取
り
組
み
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
教

職
員
に
対
し
て
は
、
今
後
も

現
状
の
把
握
と
分
析
を
継
続

し
、
管
理
者
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
強
化
を
望
む
。

▼
社
会
教
育
施
設
の
使
用
実
態

と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

施
設
の
使
用
実
態
は
下
降

気
味
の
た
め
、
今
後
使
用
者

増
の
取
り
組
み
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
公
共
施

設
管
理
計
画
で
は
長
寿
命
化

を
図
る
計
画
だ
が
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
現
実
的
に

は
難
し
い
施
設
も
あ
る
と
感

じ
る
。
今
後
は
、
学
校
教
育

施
設
等
の
類
似
施
設
も
含

め
、
効
率
的
な
運
用
を
協
議

し
検
討
願
う
。

▼
若
者
定
住
事
業
の
実
態
と

課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

栗
山
町
で
の
教
育
、
福
祉

の
状
況
が
わ
か
る
デ
ー
タ
を

提
供
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
移

住
・
定
住
者
の
増
加
を
期
待

し
て
い
る
。
今
後
は
、
観
光

事
業
と
連
携
し
、
町
民
と
ふ

れ
あ
う
移
住
・
定
住
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
取
り
組

み
、
更
に
他
市
町
村
か
ら
栗

山
町
に
働
き
に
来
て
い
る

方
々
へ
の
定
住
促
進
へ
の
取

り
組
み
を
望
む
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

▼
町
内
の
交
通
機
関
の

　
　
　
実
態
に
つ
い
て

▼
都
市
再
生
整
備
計
画

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て

▼
子
育
て
家
庭
の
現
状
と

　
　
　
　
課
題
に
つ
い
て

　

タ
ク
シ
ー
運
転
手
不
足
へ

の
課
題
対
応
策
や
運
行
支
援

策
に
つ
い
て
、
近
隣
町
村
と

連
携
・
協
議
す
る
取
り
組
み

を
図
ら
れ
た
い
。

　

町
営
バ
ス
は
、
今
後
に
お

い
て
も
、
地
域
の
実
情
を
把

握
し
、
デ
マ
ン
ド
地
域
の
拡

大
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る

取
り
組
み
、
ま
た
、
中
学
生

の
通
学
に
係
る
利
用
料
金
に

つ
い
て
も
検
討
を
望
む
。

　

現
地
調
査
を
行
っ
た
保
育

園
で
は
、
経
営
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
が
、
地
域
に
は
欠

か
せ
な
い
保
育
園
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て

も
確
認
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
産

み
、
育
て
ら
れ
る
教
育
費
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ

れ
ら
の
対
策
が
栗
山
町
へ
の

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
こ

　

今
回
の
不
適
正
な
事
務
処

理
が
発
生
し
た
要
因
と
し
て

は
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備

が
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
必
ず
二

重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

体
制
の
構
築
と
、
本
事
業
の

よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
る
事

業
の
場
合
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
職
員
の
任
用
を
含

め
、
体
制
づ
く
り
を
図
る
こ

と
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

▼
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
の
発

行
と
広
報
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

　

町
民
が
手
に
取
っ
て
読
み

た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
と
な

る
よ
う
引
き
続
き
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
む
。

　

併
せ
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
活
用
方
法
を
研
究
し
、

広
報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

▼
議
会
広
報
・
広
聴
機
能
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

　

広
聴
活
動
の
重
要
な
手
段

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
議
会

報
告
会
と
出
前
報
告
会
を
継

続
し
て
い
く
。
ま
た
、
広
聴

活
動
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

の
茶
話
会
を
開
催
す
る
た

め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
茶
話

会
を
開
催
し
、
開
催
の
方

法
・
手
法
な
ど
の
検
証
を

行
っ
た
。
今
後
に
お
い
て

も
、
町
民
と
対
話
す
る
場
面

を
確
保
す
る
た
め
、
調
査
・

研
究
を
続
け
て
い
く
。

と
も
視
野
に
入
れ
、
関
係
各

課
と
連
携
し
協
議
・
検
討
に

努
め
ら
れ
た
い
。
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令
和
６
年
２
月
５
日
か
ら

２
月
16
日
ま
で
の
日
程
で
、

町
内
12
会
場
に
お
い
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
延
べ

１
５
９
名
の
町
民
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
町
営
バ
ス

路
線
等
の
見
直
し
、
除
排
雪

体
制
等
の
見
直
し
に
係
る
経

過
、
ご
み
焼
却
処
理
開
始
に

よ
る
分
別
の
変
更
、
行
政
運

営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て
説
明

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
対

し
、
数
多
く
の
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
意
見
や
要
望
は
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
に
お
い
て

ま
と
め
を
行
い
、
提
言
書
と

し
て
、
鵜
川
和
彦
議
長
か
ら

議 会
報 告 会

町

声

提
言
書
の
概
要

  

①
町
営
バ
ス
の
運
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　

現
在
、
町
営
バ
ス
見
直
し

庁
内
検
討
委
員
会
に
お
い
て

検
討
が
な
さ
れ
、
見
直
し
案

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

に
お
い
て
は
、
特
に
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
運
行
時
間
、
バ
ス
停

の
場
所
、
運
行
路
線
に
つ
い

て
継
続
し
て
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
今
後
進

む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
町
営
バ
ス
の
利
用
も

困
難
に
な
る
高
齢
者
も
視
野

　
②
除
排
雪
に
つ
い
て

　

除
排
雪
に
つ
い
て
は
、「
除

排
雪
事
業
あ
り
方
検
討
会

議
」
が
設
立
さ
れ
、
快
適
な

生
活
環
境
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
善
点
が
示
さ
れ
た

が
、
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ

一
律
に
解
決
さ
れ
る
課
題
で

は
な
い
。

　

特
に
、
通
学
路
の
歩
道
の

除
雪
に
つ
い
て
は
、
通
学
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
な
除
雪

を
基
本
と
さ
れ
た
い
。

  

③
栗
山
高
等
学
校
存
続
に
　

　
　
む
け
た
支
援
に
つ
い
て

　

栗
山
高
等
学
校
の
存
続
・

意
見
・
要
望
を
町
長
に
提
言

佐
々
木
学
町
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

鵜川議長から佐々木町長に提言書を手渡しました（３月２９日）

に
入
れ
な
が
ら
、
交
通
弱
者

に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
検

討
願
う
。

議会報告会 QR

提出した提言書や実
施結果（参加人数）、
当日配布した資料
は、議会ＨＰで公開
しています。

を
動
か
す

生
徒
確
保
に
向
け
て
、
現

在
、
高
校
の
魅
力
化
を
図
る

一
つ
の
手
法
と
し
て
女
子
硬

式
野
球
部
の
支
援
を
し
て
い

る
が
、
町
の
支
援
策
と
し
て

は
、
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力

化
向
上
の
た
め
今
後
に
お
い

て
も
十
分
に
研
究
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
。
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議
会
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
農
林
畜
産
業
に
お
い
て

は
、
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ

る
経
費
の
増
大
や
所
得
の
減

少
、
奨
励
金
等
の
廃
止
に
よ

る
経
営
不
振
、
又
後
継
者
、

な
り
手
不
足
な
ど
様
々
な
問

題
が
あ
る
。
食
糧
自
給
率
を

安
定
さ
せ
る
べ
く
、
こ
れ
ら

の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
国

政
等
に
働
き
か
け
て
ほ
し

い
。

Ａ
：
そ
の
時
々
の
状
況
に
お

い
て
、
国
へ
意
見
書
を
提
出

し
、
要
請
し
て
い
る
。
今
後

も
状
況
を
判
断
し
、
栗
山
町

民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
し

て
い
く
。

Ｑ
：
議
会
報
告
会
の
あ
り
方

と
し
て
、
研
修
な
ど
で
学
習

し
た
事
、
又
、
実
績
等
を
報

告
す
べ
き
で
は
。

Ａ
：
議
会
報
告
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

町
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
利
用
が
さ
れ
て
い
な
い

バ
ス
停
小
屋
（
ス
ク
ー
ル
バ

ス
小
屋
）
の
撤
収
希
望
調
査

は
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
い

ら
な
い
バ
ス
停
小
屋
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
場
所
に
移
動

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

Ａ
：
バ
ス
停
小
屋
（
ス
ク
ー

ル
バ
ス
小
屋
）
の
状
況
や
バ

ス
の
乗
降
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
撤
収
及

び
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
：
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
今

年
中
に
進
展
は
あ
る
の
か
。

Ａ
：
令
和
元
年
度
よ
り
３
か

年
実
証
実
験
を
行
い
、
令
和

３
年
度
に
は
町
内
に
３
か
所

の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設
置

し
た
が
、
利
用
実
績
は
大
き

く
伸
び
な
か
っ
た
。

　

現
在
策
定
中
の
観
光
振
興

計
画
の
周
遊
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
令
和
７
年
以
降

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里

山
地
区
を
訪
れ
る
際
の
環
境

に
配
慮
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
と

し
て
利
用
す
る
な
ど
、
利
用

目
的
の
明
確
化
や
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
る
。

Ｑ
：
除
排
雪
事
業
あ
り
方
検

討
会
議
の
委
員
構
成
に
、
日

出
連
合
町
内
会
も
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
が
、
連
絡
が
な

い
の
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
委
員
の
委
嘱
に
あ
た

り
、
除
雪
体
制
の
見
直
し
に

至
る
経
緯
等
に
つ
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

連
合
町
内
会
長
に
複
数
回
お

電
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
事
前
に
説
明
を
す
る
機

会
を
逃
し
て
し
ま
い
、
文
書

に
よ
る
連
絡
も
行
え
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
詫
び

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
去
る
３
月
30
日
に

連
合
町
内
会
長
宅
を
訪
問

し
、
委
員
の
委
嘱
依
頼
等
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
了

承
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
：
栗
肥
土
の
生
産
中
止
に

よ
り
下
水
道
汚
泥
の
行
き
先

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
：
肥
料
製
造
の
た
め
の
材

料
と
し
て
、
民
間
企
業
に
受

入
れ
し
て
も
ら
う
。

Ｑ
：
日
出
生
活
館
の
移
転
建

替
場
所
に
つ
い
て
、
日
出
生

活
館
は
日
出
の
中
心
で
あ
る

た
め
、
十
分
に
地
元
の
意
見

を
聞
い
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
令
和
５
年
12
月
に
町
内

会
役
員
へ
事
業
説
明
し
、
令

和
６
年
１
月
に
連
合
町
内
会

の
新
年
総
会
で
事
業
説
明
及

び
移
転
場
所
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
地
域

の
皆
様
か
ら
建
物
の
規
模
や

移
転
場
所
に
関
す
る
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
関
係
課

と
連
携
し
計
画
を
進
め
て
い

く
。

Ｑ
：
事
業
主
に
対
す
る
助
成

金
・
補
助
金
の
情
報
に
つ
い
て

わ
か
り
に
く
い
の
で
、
情
報
を

も
っ
と
提
供
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
：
行
政
側
か
ら
の
回
覧
板

の
依
頼
に
つ
い
て
、
週
単
位

か
月
単
位
で
集
約
し
て
依
頼

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
で
き
る
限
り
皆
様
に
負

担
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、

水
曜
日
に
ま
と
め
て
発
送
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
徹

底
さ
れ
ず
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
。

　

改
め
て
、
職
員
へ
周
知
、

徹
底
す
る
。

鳩山中央公民館日出生活館南部公民館

Ａ
：
令
和
５
年
度
に
お
い
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
と
し
て
、
事
業

者
支
援
を
図
っ
て
き
た
。
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
町
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
、
対
象
と
な
る
事
業
者
へ

郵
送
案
内
を
し
て
お
り
、
商

工
会
議
所
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
情
報
提
供
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。
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　さやか　さん（桜丘）６月定例会議の開会日

月　　 日～６ 18
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 議会に行こう！
傍聴
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　地域おこし協力隊の西村さやかです。私は情報発信
プランナーとして現在、町の公式インスタグラム「く
りやまのおと」を活用し、写真を通じて町の魅力を伝
える情報発信に力をいれています。　
　これに関連して、昨年からカメラ好きな方々を町内
外から募ったフォトイベント「くりやまカメラの会」
を企画・開催しており、「楽しい」をモットーに主体性
を持ち発信できるコミュニティづくりを目指していま
す。これまでに、まち歩きしながらの撮影会や栗山の
食材を使用したスイーツ撮影会、講師を迎えてのフォ
ト講座などを行ったほか、前回はＮＰＯ法人雨煙別学
校とのコラボ企画として、御大師山をガイド付きでス
ノーハイクしながら撮影を楽しみました。展望台での
カフェタイムでは、栗山の街を一望しながら笑顔溢れ
る時間となりました。参加者が撮影した写真はインス
タグラムに投稿していただきましたので、ハッシュタ
グ「# くりやまのおと」で検索してみてください。
　また、個人的な活動として私は音楽活動をしていま
す。所属する「木箱」ではメジャーデビューを経て、
自主レーベルから楽曲をリリースしたりライブを道内
外で行ったりしています。町内では乳幼児や高齢者に
向けてのライブも経験することができ、世代を越えて
音楽で一つになれることに喜びを感じています。新た
な経験をこの栗山町でたくさんさせていただき大変感
謝しています。これからも「笑顔」を忘れず精力的に
活動していきます！

6 月 14 日（金） 議会運営委員会
6 月 18 日（火） ６月定例会議

～ 21 日（金）
　※全て９時３０分開会予定です

　★令和６年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「写真と音楽でまちを笑顔に」

は議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。


